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昨
年
末
英
国
で

世
界
初
の
接
種
が

始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
で
す
が
、日
本

で
は
政
府
が
基
礎
研
究
や
感

染
症
対
策
を
重
視
せ
ず
、こ

れ
ら
に
予
算
を
十
分
あ
て
て

こ
な
か
っ
た
た
め
、ワ
ク
チ

ン
開
発
が
大
き
く
遅
れ
ま
し

た
。ま
た
東
京
五
輪
を
予
定

し
な
が
ら
、ワ
ク
チ
ン
の
確

保
も
遅
れ
、接
種
が
始
ま
っ

た
の
は
医
療
従
事
者
が
二

月
、高
齢
者
は
四
月
▼
英
国

型
よ
り
感
染
力
が
強
い
恐
れ

が
あ
る
イ
ン
ド
型
の
変
異
株

が
現
れ
、感
染
が
進
ん
で
い

る
こ
と
で
、ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
も
安
心
は
で
き
ま

せ
ん
。医
療
崩
壊
を
繰
り
返

さ
ぬ
よ
う
、病
床
確
保
や
検

査
の
拡
充
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、府
が
第
四
波
で
確
保
し

て
い
た
重
症
病
床
数
は
当
初

二
百
二
十
四
床
。重
症
者
の

急
増
で
一
般
医
療
を
犠
牲
に

し
て
臨
時
に
三
百
五
十
一
床

ま
で
増
や
し
ま
し
た
が
、重

症
者
数
は
ピ
ー
ク
の
五
月
四

日
に
四
百
四
十
九
人
に
達
し

運
用
病
床
数
を
上
回
り
、中

軽
症
病
床
に
多
く
の
重
症
患

者
が
留
め
置
か
れ
、自
宅
療

養
・
待
機
中
に
治
療
も
受
け

ら
れ
ず
亡
く
な
っ
た
人
も

第
四
波
の
三
月
以
降
五
月

二
十
八
日
ま
で
に
十
九
人
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
▼
第
三
波

の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
時
、

府
は
二
百
二
十
三
床
の
重
症

病
床
を
百
五
十
六
床
ま
で
減

ら
し
て
い
ま
し
た
。重
症
病

床
と
そ
の
医
師
・
看
護
師
は

急
に
増
や
せ
な
い
こ
と
が
第

四
波
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。平
時
か
ら
十
分
に
確
保

す
べ
き
で
す
。

（
Ｋ
）

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

ン)

」
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
行
事
の
ご
案
内
な
ど

組
合
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ
イ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

　
【
全
建
総
連
・
勝
野
書
記

長
︼二
〇
二
一
年
六
月
九
日
、

　

素
敵
な
ホ
テ
ル
が
お
得

      

三
施
設
が
10
％
割
り
引
き
に

最高裁判決をむかえた原告団ら（５月17日）

一
人
当
た
り
最
大
千
三
百
万
円

第
二
〇
四
通
常
国
会
に
お
い

て「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
最
高
裁
が
国
や
建
材
メ
ー
カ
ー
の
賠
償
責

任
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
こ
と
を
受
け
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を

起
こ
し
て
い
な
い
被
害
者
ら
を
補
償
す
る
「
給
付
金
制
度
」
に
関
す

る
新
法
が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
国
が
被
害
者
一
人
あ
た
り
最
大

千
三
百
万
円
を
支
払
う
内
容
で
、
支
給
開
始
は
来
年
度
に
な
る
見
通
し

で
す
。

務
労
働
者
等
に
対
す
る
給
付

金
等
の
支
給
法
」が
全
会
一

致
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
七
日
の
最
高
裁
判

決
か
ら
わ
ず
か
一
か
月
足
ら

ず
で
の
迅
速
な
法
制
化
に
尽

力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

と
り
わ
け
、法
案
を
と
り

ま
と
め
、国
会
で
の
審
議
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
国
会
議

員
の
皆
様
、そ
の
作
業
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
行
政
関
係

者
の
皆
様
、そ
し
て
何
よ
り

も
長
き
に
わ
た
り
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
る
中

で
、裁
判
を
闘
っ
て
き
た
原

告
、家
族
の
皆
さ
ん
、弁
護
団
、

支
援
組
合
の
皆
様
の
ご
苦
労

に
対
し
て
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、最
高
裁
判

決
と
基
本
合
意
書
に
基
づ
き
、

一
人
親
方
等
も
対
象
と
し
た

上
で
建
設
業
に
従
事
し
て
い

た
被
害
者
と
遺
族
に
給
付
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。訴

訟
原
告
が
求
め
て
い
た
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
で
苦
し
む
す
べ

て
の
建
設
従
事
者
の
裁
判
に

よ
ら
な
い
救
済
に
向
け
て
画

期
的
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、最
高
裁
が
国
と

と
も
に
賠
償
責
任
を
認
め
た

建
材
メ
ー
カ
ー
が
、今
回
の

給
付
金
制
度
に
加
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。建
材
メ
ー
カ
ー
は

被
害
者
へ
の
真
摯
な
謝
罪
、

早
期
の
全
国
和
解
と
と
も
に
、

賠
償
基
金
へ
の
拠
出
に
応
じ

る
べ
き
で
す
。

　

全
建
総
連
は
全
国
の
仲
間

と
と
も
に
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
根
絶
と
、被
害
を
受

け
た
す
べ
て
の
建
設
従
事
者

を
救
済
す
る
た
め
、基
金
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め

て
い
く
と
と
も
に
、ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者
の
労
災
認
定
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
表
明
し
ま
す
。

勝野書記長

　

給
付
金
等
の
支
給
法
が
可
決

　
　

来
年
度
開
始
の
見
通
し

　

こ
の
ほ
ど
株
式
会
社
エ
イ

チ
・
ピ
ー
・
デ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
ん
が
大
建
労
提
携

店
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

次
の
三
施
設
の
電
話
予
約

時
に
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
、入
館
時
に
組
合
員
証

仲
間
の

声

　
【
住
吉
・
小
森
国
弘
】テ
レ

ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
で

国
連
児
童
基
金「
ユ
ニ
セ
フ
」

と
か
の
機
関
が
哀
れ
な
辛
そ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
写

し
て
、一
日
百
円
の
カ
ン
パ

を
求
め
る
画
面
を
な
ん
と
な

く
見
て
い
て
、一
日
百
円
で

一
カ
月
三
千
円
と
い
う
金
額

が
大
建
労
の
組
合
費
と
同
額

や
な
ぁ
と
妙
に
気
に
な
っ
て

何
と
な
く
考
え
た
。

　

世
界
中
に
は
年
間
所
得
が

一
億
円
を
超
す
金
持
ち
が
ご

ま
ん
と
い
る
は
ず
で
、そ
の

人
た
ち
か
ら
所
得
〇
・
一
％

ほ
ど
の
富
裕
税
と
い
う
か
難

民
救
済
税
と
い
う
か
、義
務

的
に
徴
収
す
れ
ば
食
っ
て

ち
ょ
ん
の
庶
民
に
一
日
百
円

の
カ
ン
パ
を
な
ど
の
お
願
い

を
し
な
く
て
も
済
む
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。世
界
中
の
頭

脳
と
英
知
が
集
ま
っ
て
い
る

「
国
連
」な
ら
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。

金
持
ち
の
税
負
担

で
弱
者
救
済
を

　
【
大
東
・
金
子
一
洋
・
大
工
】

首
相
よ
ど
こ
が
安
全
と
安
心

だ
。先
日
は
、国
際
会
議
に
出

席
し
て「
安
心
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
選
手
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
」な
ど
と
大
見
得
を

張
っ
た
の
は
誰
で
す
か
。ま

だ
二
か
国
の
選
手
団
し
か
来

て
い
な
い
の
に「
不
手
際
」を

行
な
っ
て
い
る
。

　
「
濃
厚
接
触
者
の
こ
と
は

地
方
自
治
体
で
」で
は
、丸
投

げ
で
は
な
い
か
。国
が
し
っ

か
り
し
て
、空
港
で
止
め
る

し
か
な
い
。自
治
体
で
な
に

が
で
き
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
対
策
甘
く

五
輪
開
催
に
不
安

を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
と
、

規
定
宿
泊
料
金
を
一
〇
％
割

引
し
ま
す
。

◇
ア
オ
ア
ヲ 

ナ
ル
ト 

リ

ゾ
ー
ト

　

車
で
大
阪
か
ら
二
時
間
。

淡
路
か
ら
十
分
。ま
る
で
海

外
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
南
欧
風

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。鳴
門
わ

か
め
収
穫
体
験
や
阿
波
踊

り
・
釣
り
堀
体
験
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

非
日
常
の
世
界
へ
。鳴
門
天

然
温
泉
で
ほ
っ
こ
り
。

徳
島
県
鳴
門
市
鳴
門
町
土
佐

泊
浦
字
大
毛
一
六
︱
四
五

０
８
８
︱
６
８
７
︱
２
５
８

０◇
吉
祥
や
ま
な
か

　

渓
流
沿
い
に
佇
む
湯
宿
。

加
賀
雅
な
伝
統
に
包
ま
れ
る

館
内
に
て
豊
富
な
お
も
て
な

し
や
加
賀
能
登
の
美
味
、北

陸
最
大
級
の
ス
パ
で
極
上
の

ご
滞
在
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。北
陸
の
地
酒
が
一

堂
に
会
す
る「
べ
に
蔵
」オ
ー

プ
ン
。

石
川
県
加
賀
市
山
中
温
泉
東

町
一
丁
目
ホ
一
四
︱
三

０
７
６
１
︱
７
８
︱
５
６
５

６◇
か
が
り
吉
祥
亭

　

温
泉
総
選
挙
・
女
子
旅
部

門
第
三
位
、こ
お
ろ
ぎ
橋
す

ぐ
。全
室
リ
バ
ー
ビ
ュ
ー
。全

て
の
客
室
か
ら
四
季
が
織
り

な
す
渓
谷
美
を
堪
能
。手
を

伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
鶴
仙

渓
の
絶
景
を
見
な
が
ら
、湯

浴
み
を
存
分
に
満
喫
。

石
川
県
加
賀
市
山
中
温
泉
こ

お
ろ
ぎ
町
ニ
一
番
地
一

０
７
６
１
︱
７
８
︱
２
２
２

３利
用
方
法　

電
話
予
約
時
に

組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

入
館
時
に
組
合
員
証
を
提
示

い
た
だ
き
ま
す
と
、規
定
宿

泊
料
金
を
一
〇
％
割
引
。

注
意　

電
話
予
約
に
限
る
。

※
旅
行
社
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
の
予
約
は
対
象

外
。他
の
優
待
や
割
引
と
の

併
用
は
不
可

秋
の
拡
大
﹁
準
備
月
間
﹂
ス
タ
ー
ト

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
（
９
月
１
日
～
11
月

５
日
）
に
向
け
て
、
き
ょ
う
７
月
１
日
か
ら
準
備
月
間
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
取
り
組
み

で
す
が
、
身
近
に
組
合
未
加
入
の
建
設
労
働
者
の
方
が
い
た

ら
、
支
部
ま
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
権
利

発
生
後
年
数
に
よ
っ
て
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

ワ
ク
チ
ン
接
種
で

コ
ロ
ナ
さ
よ
な
ら

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

２
０
２
１
・
７
・
１

Ｑ　

結
婚
し
て
三
十
年
、

五
十
五
歳
の
主
婦
。こ
れ

ま
で
年
金
保
険
料
負
担
の

な
い
パ
ー
ト
を
し
て
き
ま

し
た
。子
ど
も
の
独
立
を

き
っ
か
け
に
離
婚
を
考
え

て
い
ま
す
が
、「
財
産
分

与
」と
別
に「
年
金
分
割
」

を
請
求
で
き
る
と
聞
い
た

の
で
す
が
。

Ａ　

年
金
分
割
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、第

階
部
分
）は
分
割
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、年
金
額
算
定

の
基
礎
と
な
る
夫
の
厚
生

一
に
、年
金
分
割
の
対
象

は
、「
二
階
部
分
」と
言
わ

れ
る「
厚
生
年
金
」で
あ
り
、

「
基
礎
年

金
」（
一

階
部
分
）

や「
企
業

年
金
」（
三

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

第
三
に
、婚
姻
期
間
の

う
ち
平
成
二
十
年
三
月
ま

年
金
記
録（
標
準
報
酬
額
）

が
分
割
さ
れ
、将
来
夫
が

受
け
取
る
年
金
が
分
割
さ

を
決
め
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。平
成
二
十
年

四
月
以
降
の
期
間
に
つ
い

て
は
、合
意
が
な
く
て
も

で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

夫
と
分
割
割
合
を
合
意
す

る
必
要
が
あ
り（
合
意
分

割
）、合
意

で
き
な
い

場
合
は
、

家
庭
裁
判

所
に
割
合

厚
生
年
金
記
録
を
二
分
の

一
に
分
割
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
が（
三
号
分
割
）、

合
意
分
割
の
請
求
を
し
た

場
合
は
三
号
分
割
の
請
求

が
あ
っ
た
も
の
と
見
な
さ

れ
ま
す
。

　

第
四
に
離
婚
か
ら
二
年

以
内
に
年
金
事
務
所
で
分

割
請
求
手
続
き
を
と
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
き
づ

が
わ
共
同
法
律
事
務
所
）

　

年
金
分
割
請
求
で
き
る
の
か

　

 

い
く
つ
か
の
注
意
点
あ
り

　
【
住
吉・
小
森
国
弘
】コ
ロ

ナ
感
染
の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日

続
く
中
、六
月
八
日
付
の
新

聞
で
日
本
の
感
染
者
数
の
一

覧
表
の
近
く
に
、全
国
ワ
ク

チ
ン
接
種
人
数
と
い
う
小
さ

な
カ
コ
ミ
が
目
に
つ
い
た
。

　

次
の
日
の
九
日
も
同
じ
カ

コ
ミ
が
あ
り
そ
の
数
字
を
調

べ
て
み
た
ら「
医
療
従
事
者
」

と「
高
年
齢
ら
」の
二
段
に

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
が

記
さ
れ
て
お
り
、八
日
と
九

日
の
差
、増
加
し
た
数
を
比

較
し
て
み
る
と
医
療
従
事
者

で
は
十
万
六
千
五
百
八
十
一

人
、高
齢
者
ら
で
は
十
九
万

四
千
八
百
二
十
五
人
で
合
わ

せ
る
と
八
十
万
一
千
四
百
六

人
の
増
加
数
と
な
っ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
九
日
ま
で
の
接

種
者
合
計
は
十
四
万
九
千
六

百
二
十
八
人
で
日
本
人
の
百

人
に
一
人
ほ
ど
の
数
字
と
な

る
が
、今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な

協
力
体
制
が
作
ら
れ
て
い
く

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
中
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
す
る

頃
に
は
、日
本
で
新
型
コ
ロ

ナ
さ
よ
な
ら
、と
言
え
る
こ

と
を
思
い
願
う
。

Ｇ
７
で
最
下
位
」を
読
ん
だ

後
。わ
が
国
は
表
面
的
に
は

平
等
と
言
っ
て
い
る
が
、政

治
や
職
場
だ
と
平
等
と
は
程

遠
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、真

の
民
主
主
義
、平
等
主
義
へ

努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
た
。

に
来
た
の
で
身
近
に
相
談
す

る
人
が
い
な
い
と
い
う
。

　

私
は「
子
ど
も
さ
ん
と
相

談
さ
れ
、学
校
の
先
生
や
本

人
と
よ
く
話
を
し
て
、一
番

良
い
進
路
を
決
め
な
け
れ

ば
」と
話
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た

の
は
読
売
新
聞
夕
刊
の
一
面
、

「
男
女
平
等
、日
本
百
二
十
位
、

中野さん

リ
し
た
。

　

よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と

十
年
ほ
ど
前
、夫
に
Ｄ
Ｖ
を

受
け
子
ど
も
を
連
れ
て
大
阪

　

遅
れ
た
国
「
ニ
ッ
ポ
ン
」

      

男
女
平
等
皆
で
考
え
な
き
ゃ

　
【
住
吉
・
中
野
照
司
・
配
管
】

「
実
は
聞
い
て
ほ
し
い
話
が

あ
り
ま
す
。息
子
の
進
学
で

ど
う
決
め
た
ら
良
い
か
迷
っ

て
い
ま
す
」。

　

数
年
前
、仕
事
先
で
仕
事

を
し
て
い
る
と
話
を
し
て
こ

ら
れ
た
。こ
の
女
性
と
仕
事

以
外
で
話
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、少
し
ビ
ッ
ク

①
輸
入
木
材
の
供
給
不
足
に

よ
る
現
場
へ
の
影
響

②
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
仕
事

『
建
設
労
働
』に

あ
な
た
の
声
を

に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
。

現
場
の
実
態
や
賃
金
・
労

働
条
件
の
実
情

③
コ
ロ
ナ
下
で
の
暮
ら
し

に
つ
い
て

④
そ
の
他
な
ん
で
も
本
部

教
宣
部
ま
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り　

７
月
30
日

（
金
）ま
で

定
員　

50
人(

先
着
順
）、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
中
は
青
年

部
員（
40
歳
以
下
の
組
合
員
、

支
部
青
年
部
長
・
副
部
長
を

含
む
）と
そ
の
家
族
を
優
先
。

※
雨
天
決
行（
台
風
等
の
暴

風
雨
時
は
中
止
）

申
し
込
み　

支
部
に
配
布
の

申
込
書
に
記
入
し
、所
属
支

部
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
つ
づ
く
）

◇

日
時　

８
月
８
日（
日
）午
前

10
時
現
地
集
合

場
所　

岡
田
浦
漁
港
・
砂
浜

会
場（
泉
南
市
）

参
加
対
象　

組
合
員
と
そ
の

家
族

参
加
費　

大
人
２
５
０
０
円
、

小
人（
３
歳
～
小
学
生
）１
０

０
０
円
、幼
児（
２
歳
以
下
）

無
料
。ペ
ッ
ト
参
加
可
能
で

す
が
、ご
は
ん
等
は
各
自
で

シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、毎
年
好
評
の
地
引

網
漁
で
す
。ぜ
ひ
と
も
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
な
ど
も
ふ
ま
え
て
対
応
し

ま
す
の
で
万
が
一
の
場
合
は

中
止
に
な
る
こ
と
も
な
き
に

し
も
あ
ら
ず
、そ
の
際
は
迅

速
に
連
絡
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
参
加
な
ら
び
に

大
建
労
青
年
部
を
今
後
と
も

　
【
青
年
部
副
部
長
・
鈴
木

翔
】八
月
八
日（
日
）に
毎
年

大
好
評
の
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー

地引網にかかった魚たちに歓声が
（昨年の夏レクで）

その㊾

 

８
月
８
日
（
日
）
岡
田
浦
漁
港

                  

夏
レ
ク
に
参
加
を

地 

引 

網 

漁

海
鮮
Ｂ
Ｂ
Ｑ

青年部


